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　夏の暑さが和らいだ穏やかな秋の
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注1）発生危険度とは人口1,000人当たりにおける
　　　死傷者数の発生率 
注2）可茂管内とは加茂郡、美濃加茂市、可児市、
　　　可児郡　　 

事故件数 
(人身事故)

 
　　 

死者数 負傷者数 
発生危険度
（注1） 

岐阜県 7,023件 87人 9,540人 4.55

川辺町 34件 0人 52人 4.77

可茂管内 
（注2） 

607件 9人 845人 3.79

場　　　　　　　　所（件） 事故件数 
（件） 

死者 
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　川辺町における平成　川辺町における平成1515年の交通事故の状況は、人身事年の交通事故の状況は、人身事

故発生件数、死傷者数ともに平成故発生件数、死傷者数ともに平成14年を上回り、特に人年を上回り、特に人

身事故発生件数は平成身事故発生件数は平成1010年以降、死傷者数においては平年以降、死傷者数においては平

成7年以降最も悪い結果となっています。また、今年に入年以降最も悪い結果となっています。また、今年に入

ってからも交通事故の発生件数は昨年にせまる勢いで発生ってからも交通事故の発生件数は昨年にせまる勢いで発生

しており、深刻な状況が続いています。しており、深刻な状況が続いています。  

　交通事故は、ひとつ間違えば一瞬で被害者、加害者、家　交通事故は、ひとつ間違えば一瞬で被害者、加害者、家

族ともに人生を棒に振ってしまいます。族ともに人生を棒に振ってしまいます。  

　事故を起こしてから後悔しても取り返しがつきません。　事故を起こしてから後悔しても取り返しがつきません。

町民みんなで気を引き締めて交通事故防止に取り組みまし町民みんなで気を引き締めて交通事故防止に取り組みまし

ょうょう。 

川辺町内の人身事故発生数の推移 （表2） 

（表1） 平成16年上期(1月～6月)の交通事故の状況 

＊平成16年は1月～6月までの半年間の数字です。 

　川辺町における平成15年の交通事故の状況は、人身事

故発生件数、死傷者数ともに平成14年を上回り、特に人

身事故発生件数は平成10年以降、死傷者数においては平

成7年以降最も悪い結果となっています。また、今年に入

ってからも交通事故の発生件数は昨年にせまる勢いで発生

しており、深刻な状況が続いています。  

　交通事故は、ひとつ間違えば一瞬で被害者、加害者、家

族ともに人生を棒に振ってしまいます。  

　事故を起こしてから後悔しても取り返しがつきません。

町民みんなで気を引き締めて交通事故防止に取り組みまし

ょう。 
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町
内
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況

は
、
今
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の

半
年
間
で
人
身
事
故
34
件
、
負
傷

者
数
が
52
人
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

１
）。
 

　
ま
た
、
表
２
の
と
お
り
、
交
通

事
故
の
発
生
件
数
は
近
年
増
え
る

傾
向
に
あ
り
、
今
年
は
昨
年
に
せ

ま
る
ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

　
負
傷
者
数
は
、
町
の
人
口
千
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
４
・
77
人

（
上
期
分
）
と
な
り
岐
阜
県
下
の

全
市
町
村
の
な
か
で
ワ
ー
ス
ト
22

位
、
可
茂
管
内
で
は
七
宗
町
の
5
・
 

    
38
人
、
美
濃
加
茂
市
の
5
・
22
人
 

に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
い
う
良

く
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
の
人
口
千
人
当
た
り
の
死

傷
者
数
は
県
内
全
市
町
村
の
内
で

ワ
ー
ス
ト
15
位
（
表
3
）
で
し
た

の
で
、
事
故
１
件
当
た
り
の
負
傷

者
数
は
減
っ
て
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
県
内
平
均
を

上
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
非

常
に
不
名
誉
な
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 
 
 
 
 

    　
今
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
半

年
間
で
発
生
し
た
交
通
事
故
34
件

が
ど
の
よ
う
な
事
故
だ
っ
た
か
表

４
を
見
て
み
る
と
、
車
両
相
互
の

追
突
事
故
が
20
件
と
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
、
次
に
出
会
い
頭
に

よ
る
事
故
５
件
が
続
き
ま
す
。
　
 

　
こ
れ
は
、
平
成
15
年
の
交
通
事

故
72
件
中
、
車
両
相
互
の
追
突
事

故
39
件
、
出
会
い
頭
事
故
８
件
と

全
体
に
占
め
る
割
合
と
同
じ
よ
う

な
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
故
は
、
全
般
的
に
脇
見
・

前
方
不
注
意
な
ど
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
さ

え
す
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

   　
交
通
事
故
の
時
間
帯
別
発
生
率

を
表
５
に
示
し
ま
し
た
。
川
辺
町

に
お
い
て
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯

に
多
く
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

可
茂
管
内
や
岐
阜
県
で
は
、
朝
の

通
勤
時
間
か
ら
夕
方
・
夜
ま
で
が

事
故
発
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
や
は
り
、
仕
事
な
ど
で
車
を

使
う
時
間
帯
が
最
も
多
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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の
状
況
は
 

ど
ん
な
事
故
が
 

　
多
い
の
で
し
ょ
う
か
 

事
故
発
生
の
時
間
帯
は
 

＊市、町、村ワーストランキング 

交通事故類型別件数及び割合（平成16年1月～6月） 

人対車両 車　両　相　互 
件数(台) 

横断中 その他 正面衝突 追突 出合い頭 右左折 その他
車両単独 踏切 合計 

川辺町 0 　　0 1 20 5 3 3 2 0 34 

可茂管内 26 21 19 223 129 112 44 33 0 607

岐阜県内 265 218 246 2,438 1,553 1,356 578 368 1 7,023

 

時間帯 0～3 3～6 6～9 9～12 12～15 15～18 18～21 21～24 合計 

川 辺 町 2 11 8 6 5 1 1 34

可茂管内 16 9 119 91 89 141 109 33 607

岐 阜 県 230 129 1,289 1,202 1,132 1,489 1,113 439 7,023

（表3） 

（表4） 

（表5）　平成16年上期の時間帯別人身事故発生件数と割合 

（％） 

ワースト 発生危険度 市町村名 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

20.49 

20.39 

20.26 

18.00 

16.92 

16.41 

16.03 

14.87 

14.37 

14.10 

13.56 

13.32 

12.31 

11.53 

11.28

藤 橋 村  

上 宝 村  

岐 南 町  

清 見 村  

荘 川 村  

柳 津 町  

真 正 町  

白 川 村  

海 津 町  

高 根 村  

高 鷲 村  

串 原 村  

岐 阜 市  

丹 生 川 村  

川 辺 町  

0



年齢別交通事故死傷者数（平成16年上期） （表6） 
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交
通
事
故
で
被
害
者
と
な
っ
た

人
の
年
齢
層
を
全
被
害
者
に
占
め

る
割
合
で
み
て
み
る
と
、
表
6
の

よ
う
に
川
辺
町
、
可
茂
管
内
、
岐

阜
県
内
と
も
だ
い
た
い
同
じ
よ
う

な
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
年
齢
別
で
は
、
小
中
学
生
や
就

学
前
の
子
ど
も
の
事
故
被
害
者
が

以
外
に
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
30
 

歳
代
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
60
歳
代

前
半
で
一
端
、
被
害
者
の
割
合
が

下
が
っ
て
い
ま
す
が
65
歳
以
上
の

年
齢
層
で
上
昇
に
転
じ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
現
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
 

 

 　
　
　
 

  　
町
内
の
交
通
事
故
発
生
場
所
を

地
区
別
で
見
て
み
る
と
、
昨
年
中

（
表
8
）
は
上
川
辺
、
石
神
、
中

川
辺
、
西
栃
井
、
下
川
辺
な
ど
国

道
41
号
線
沿
い
の
地
区
が
多
く
、

発
生
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
10
件
前
後

で
し
た
。
 

　
し
か
し
、
今
年
１
月
か
ら
7
月

ま
で
の
期
間
（
表
7
）
を
見
る
と
、

下
川
辺
地
区
は
す
で
に
12 
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
昨
年

の
８
件
と
比
べ
る
と
半
年
間
の
数

字
と
し
て
は
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
下
川
辺
地
区
は
、
町
内

か
ら
美
濃
加
茂
市
方
面
へ
抜
け
る

道
が
国
道
41 
号
線
１
本
に
集
ま
り
、

交
通
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
、

町
外
か
ら
下
川
辺
地
区
内
の
企
業

へ
通
勤
し
て
く
る
車
が
、
町
道
な

ど
へ
右
折
す
る
際
に
多
く
事
故
が

発
生
し
て
い
る
も
よ
う
で
す
。
 

事
故
被
害
の
年
齢
層
は
 

町
内
の
交
通
事
故
は
 

ど
ん
な
所
で
発
生
し
て
 

い
る
か
 ストップザ交通事故 

川辺町 可茂管内 岐阜県 

就学前 

小学生 

中学生 

高校生 

15～19歳 

20～24歳 

25～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

64歳以上 

合計 

0 23 227 

0 29 319 

1 25 161 

2 27 317 

3 46 404 

6 98 1,252 

2 83 1,078 

14 158 1,731 

2 95 1,170 

11 115 1,230 

4 51 510 

7 92 1,146 

52 842 9,545

町内の地区別交通事故発生件数 平成16年1月～7月 

平成15年中（1月～12月） 

人身事故（表7） 

人身事故（表8） 

物損事故 

物損事故 

地区名 発生件数 
21件 
3件 
24件 
19件 
4件 
36件 
3件 
33件 
31件 
11件 
6件 

石　神 
鹿　塩 
上川辺 
下麻生 
下飯田 
下川辺 
下吉田 
中川辺 
西栃井 
比久見 
福　島 

態様（件数） 発生件数 
2件 
0件 
5件 
4件 
1件 
12件 
1件 
5件 
2件 
3件 
1件 

追突(2件） 
 
追突(4件）その他(1件） 
追突(3件）その他(1件） 
その他(1件） 
追突(1件）出合頭(1件）正面衝突(1件）その他(1件） 
その他(1件） 
追突(2件）出合頭(2件）その他(1件） 
出合頭(1件）その他(1件） 
出合頭(2件）その他（1件） 
追突(1件） 

地区名 
石　神 
鹿　塩 
上川辺 
下麻生 
下飯田 
下川辺 
下吉田 
中川辺 
西栃井 
比久見 
福　島 

地区名 発生件数 
39件 
2件 
47件 
23件 
1件 
57件 
2件 
57件 
50件 
25件 
8件 

石　神 
鹿　塩 
上川辺 
下麻生 
下飯田 
下川辺 
下吉田 
中川辺 
西栃井 
比久見 
福　島 

態様（件数） 発生件数 
12件 
1件 
13件 
4件 
1件 
8件 
1件 
11件 
11件 
4件 
6件 

追突(10件）正面衝突(1件）その他(1件） 
その他(1件） 
追突(7件）出合頭(3件）正面衝突(1件）車対人(2件） 
追突(3件）出合頭(1件） 
その他(1件） 
追突(7件）その他(1件） 
出合頭(1件） 
追突(7件）出合頭(4件） 
追突(2件）出合頭(4件）その他(2件）車対人(3件） 
追突(2件）出合頭(1件）正面衝突(1件） 
追突(2件）出合頭(3件）車対人(1件） 

地区名 
石　神 
鹿　塩 
上川辺 
下麻生 
下飯田 
下川辺 
下吉田 
中川辺 
西栃井 
比久見 
福　島 



    

　
町
の
交
通
事
故
発
生
状
況
を
み

て
き
ま
し
た
が
、
交
通
事
故
危
険

度
な
ど
近
隣
町
村
の
な
か
で
も
あ

ま
り
良
く
な
い
数
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
追
突
事
故
な
ど
は
、
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
改
善
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
人
は
、
だ
れ
も
事
故
を
起
こ
し

た
く
て
起
こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
し
か
し
、
「
こ
れ
ぐ
ら
い
は
大

丈
夫
」
「
自
分
は
運
転
に
自
信
が

あ
る
」
「
事
故
は
他
人
の
こ
と
」

と
か
、
「
信
号
待
ち
は
面
倒
だ
」

「
暗
く
て
も
自
分
は
見
え
る
か
ら

無
灯
火
で
も
か
ま
わ
な
い
」
な
ど

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

　
ル
ー
ル
無
視
や
マ
ナ
ー
違
反
は
、

そ
う
し
た
意
識
の
表
れ
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
ル
ー
ル
無
視
や

マ
ナ
ー
違
反
が
事
故
に
結
び
つ
い

た
ら
、
被
害
者
側
も
加
害
者
側
も

悲
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

　
子
ど
も
の
時
の
純
粋
に
交
通
安

全
を
考
え
た
気
持
ち
を
持
ち
続
け

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

過
信
、
自
分
本
位
は 

交
通
安
全
の
敵 

　
平
成
12 
年
４
月
１
日
よ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を

義
務
付
け
た
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
歳

未
満
の
子
供
を
同
乗
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ど
ん
な
に
気
を
付
け
て
も
避
け
ら
れ
な
い
急

ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
そ
し
て
事
故
…
…
。
そ
の
と
き
車

の
時
速
が
30
㎞
以
上
な
ら
、
両
手
だ
け
で
は
子
供
を
支
え
き
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
場
合
の
致
死
率
は
、
使
用
し
て
い
た
場
合
の
致
死
率
の
４
倍

以
上
と
も
言
わ
れ
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
乳
幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
保
護
す
る
た
め
「
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
金
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 

　
・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
。

 
・
１
子
に
つ
き
１
回
限
り
。
 

【
補
助
対
象
】
 

　
・
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー

　
　
ト
の
構
造
規
格
品
で
、
新
品
、
中
古
い
ず
れ
の
購
入
も
補

　
　
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

【
補
助
の
額
】
 

　
・
購
入
額
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、

　
　
限
度
額
は
２
０
、
０
０
０
円
で
す
。
 

【
申
請
方
法
】
 

　
・
役
場
経
営
管
理
課
に
あ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助

　
　
金
交
付
申
請
書
類
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
シ
ー
ト
購
入
店
の
領
収
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。
 

【お問い合わせ先】 　　 
　　役場経営管理課　交通安全担当　ＴＥＬ　53-2511（内線212）
　　加茂警察署川辺警部補交番　　　ＴＥＬ　53-2002

　ご
利
用
く
だ
さ
い 

「
川
辺
町
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

　
購
入
補
助
金
」
制
度 

　
川
辺
交
番
の
中
島
寛

幸
で
す
。 

　
平
素
警
察
諸
活
動
に

際
し
、
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
や
い
も
の
で
当
交
番

に
着
任
し
て
、
１
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
町
内
の

交
通
情
勢
に
あ
っ
て
は
、

昨
年
８
月
以
降
死
亡
事

故
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
相
変
わ
ら
ず
国

道
41
号
を
中
心
に
１
日

１
件
ペ
ー
ス
で
交
通
事

故
（
人
身
・
物
損
）
が

発
生
し
て
い
る
と
と
も

に
、
町
内
運
転
者
の
免

許
行
政
処
分
率
が
県
下

ワ
ー
ス
ト
３
と
悪
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
空
巣
事
件
、
車

上
ね
ら
い
、
自
動
販
売

機
等
の
盗
難
事
件
も
３

日
に
１
件
の
割
に
発
生

し
て
い
る
他
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
を
は
じ
め
身
に

覚
え
の
な
い
不
当
請
求

事
案
の
相
談
等
、
多
種

多
様
の
犯
罪
が
年
々
増

加
し
、
共
に
厳
し
い
治

安
情
勢
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
先
に
交
通
安
全
協
会
、

役
場
よ
り
各
家
庭
に
配

布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

〝
川
辺
町
町
民
交
通
安

全
の
誓
い
〞
を
再
確
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
〝
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
〞

と
い
っ
た
防
犯
意
識
を

い
っ
そ
う
強
く
持
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
交
番
員
も
安

全
で
安
心
な
町
、
川
辺

町
づ
く
り
の
た
め
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
方
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

川
辺
交
番
か
ら 川辺警部補交番 

交番長中島寛幸さん 



寄附・寄贈  

◎
寄
附
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

　
社
会
福
祉
等
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
寄
附
・
寄
贈
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 《
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
へ
》
 

 

1
9
、
7
5
4
円
　
　 

…
…
全
建
川
辺
支
部
支
部
長 

　
　
　
　
　
　
　
　轟

洋
　
様 

 

　
　
　
　
　
　
　 

(火)

8
24

　母子保健推進委員の協力のもと、保健センター

の主催で思春期教室が開催され、川辺中学校3年

生の希望者15名が参加しました。この教室では、生命の尊厳や

性に関する知識を身に付ける、実際に乳幼児とふれあうことで

母性や父性を育てる、思春期の成長発達を理解し、健康につい

て考えることを目的にしています。参加した中学生らはぎこち

ない様子で赤ちゃんをあやし、慣れない手つきで料理に挑んで

いました。 

　佐伯綜合建設株式会社（代表取締役 佐伯敏

充氏）が公益のためにと私財を寄附し、功績

顕著な団体として「紺綬褒章」を授与されま

した。同社の創業50周年記念事業として、川

辺町の社会福祉に役立ててくださいと、1,000

万円の寄附をしていただきました。 

 

　栄、久屋大通をメ 

イン会場に行われた 

「にっぽんど真ん中祭り」に、「夢翠」

の皆さんが出場しました。この祭りは

今年で6回目を数えますが、夢翠が出

場したのは今回が初めてです。2歳か

ら49歳までのメンバーは川辺音頭の軽

快なリズムに合わせ、鳴子踊りで栄の

街を練り歩きました。この体験はメンバーそれぞれの心に、この夏の熱い

思い出としてしっかりと刻まれたことでしょう。 

「ど真ん中祭り｣に夢翠が出場！ 

「紺綬褒章」受賞 

思春期教室 

(日)

29
(土)

8
28

こん  じゅ  ほう しょう  



  8月の誕生日で満100歳を迎えられた佐伯敬一さん（上川辺）

のお宅に町長がお祝いに訪れ、小泉純一郎首相からの祝い状と記

念の銀杯を手渡しました。 

　今年度町内で100歳を迎えられるのは佐伯さんただお一人で、

100歳以上の男性としても現在町内ではただお一人です。趣味は

相撲と野球を見ることで、健康の秘訣は魚中心の食生活と教えて

くださいました。ご家族の方は「ありがとう」のことばを欠かさ

ない人と、優しい眼差しを向けていました。 

　鹿塩小鹿サロンで、川辺やすらぎクリニックの

今井浩達先生を講師に「痴呆予防のための講演会」

が開催されました。48名の参加者は、病気の成り

立ちと予防の仕方、対処法などを学び、先生の話

に熱心に耳を傾けていました。講演を聞いた後、

さっそく五感健康法推進員の指導で、歌やクイズ

に挑戦し痴呆予防を実践しました。 

(水)

9
8

100歳！おめでとうございます！！ 

痴呆予防講演会 

青少年育成のつどい 

「岐阜県身体障害者相談員永年勤続優秀相談員表彰」 

まつりばやし 

　地域ぐるみで子どもを育てる大切さを知ってもらおうと、青

少年育成町民会議青年部会の主催で青少年育成のつどいが開催

されました。当日の受付や司会進行はジュニアリーダーズクラ

ブの子どもたちが担当し、つどいは2部構成で進行されました。

第1部の青少年主張大会では、町内の小中学生と高校生の計9人

が学校生活や自分の夢などを語り、第2部の地域活動の発表会

では、鹿塩地区から蛍の保護活動についての報告と、中川辺伝

承祭囃子保存会のこどもたちから祭囃子が披露されました。 

　身体障害者相談員の井戸和之さん（中川辺）が、

相談員活動の永年の功労を認められ、岐阜県身体障

害者相談員連絡協議会より「永年勤続優秀相談員表彰」

を授与されました。 



短 
歌 

俳 
句 

西
瓜
よ
り
僕
の
頭
が
小
さ
い
と 

　
は
し
ゃ
ぐ
子
供
等
汗
光
る
顔
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫 

夜
と
な
る
も
熱
気
は
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ず 

　
赤
き
半
月
中
天
に
浮
く
　
　
　
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子 

松
喰
虫
の
話
題
の
消
え
て
久
し
か
り 

　
幾
山
並
に
白
骨
林
見
る
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
志
ま 

書
を
読
め
ど
ペ
ン
を
取
れ
ど
も
魂
の 

　
散
ら
ば
る
時
は
雲
も
さ
ま
よ
う
　
　
　
　
赤
坂
富
美
子 

石
蹴
り
の
道
い
ま
は
な
く
空
缶
を 

　
風
が
ゲ
ー
ム
す
寂
寂
と
鳴
る
　
　
　
　
　
紅
谷
　
　
茂 

な
つ
か
し
い
祭
り
囃
子
が
聞
こ
え
る
と 

　
電
話
の
向
こ
う
の
旧
友
は
無
言
で
　
　
　
肥
田
　
節
子 

行
き
ず
り
の
鏡
に
映
る
と
は
思
わ
ぬ
に 

　
我
が
顔
な
り
き
そ
そ
く
さ
と
去
る
　
　
　
松
岡
　
久
美 

干
ば
つ
に
身
を
守
り
し
か
ど
の
胡
瓜
も 

　
く
の
字
と
曲
が
り
あ
え
ぎ
て
居
り
ぬ
　
　
横
山
　
寿
子 

熱
帯
夜
つ
づ
き
し
今
宵
も
何
処
に
か 

　
遠
花
火
の
音
共
に
聞
き
お
り
　
　
　
　
　
岩
井
三
千
代 

息
等
を
呼
び
ち
び
り
酒
を
ば
幸
と
な
し 

　
夫
は
七
十
路
の
坂
を
登
り
ぬ
　
　
　
　
　
山
田
　
君
子 

干
す
ほ
ど
に
皺
深
み
ゆ
く
梅
の
実
は 

　
媼
の
皺
の
深
味
と
思
う
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
正
枝 

蝉
し
ぐ
れ
途
切
れ
し
時
に
名
の
り
あ
げ 

　
つ
く
つ
く
法
師
季
を
動
か
す
　
　
　
　
　
垣
下
　
博
子 

 

法
師
蝉
わ
が
足
音
に
鳴
く
を
止
め
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

飛
水
湖
の
流
れ
静
か
に
秋
の
雲
　
　
　
　
　
馬
場
　
清
一 

山
の
水
溢
れ
る
桶
に
茄
子
き
う
り
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

間
引
き
菜
の
少
し
を
夕
の
す
ま
し
汁
　
　
　
青
山
　
初
代 

戦
闘
の
画
像
に
見
入
る
熱
帯
夜
　
　
　
　
　
寺
田
　
島
子 

山
鳩
の
啼
く
声
近
し
野
分
け
来
る
　
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

い
ち
じ
く
の
甘
味
の
濃
さ
よ
午
後
三
時
　
　
土
屋
　
正
子 

 

共
同
募
金
運
動
は
、
住
民
の
皆

様
の
た
す
け
あ
い
に
支
え
ら
れ
、

今
回
で
58
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す

る
な
か
で
、
住
民
の
社
会
福
祉
に

対
す
る
意
識
も
変
化
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
民
間
非
営
利
団
体

（
N
P
O
）
の
活
動
も
広
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
社
会
福

祉
は
住
民
自
ら
が
参
加
す
る
新
た

な
発
展
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
共
同

募
金
運
動
で
は
地
域
福
祉
の
推
進

を
目
的
と
し
て
住
民
参
加
に
よ
る

社
会
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

民
間
社
会
福
祉
活
動
を
財
政
面
か

ら
支
援
す
る
よ
う
多
く
の
皆
様
の

協
力
に
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。  

 

本
年
も
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
に
か
け
て
、
岐
阜
県
共
同
募
金

会
川
辺
町
分
会
で
は
各
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
各
世
帯
に
協
力
の
お
願

い
を
す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
街
角
な
ど
で
の
街

頭
募
金
、
や
す
ら
ぎ
の
家
で
の
窓

口
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
皆
様
の

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

共
同
募
金
の
主
な
配
分
先 

《
赤
い
羽
根
募
金
》 

地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福 

祉
団
体
、
住
民
参
加
福
祉
サ
ー
ビ

ス
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど 

《
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
》 

町
内
の
在
宅
要
援
護
者
、
地
域
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど 

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

岐
阜
県
共
同
募
金
会
川
辺
町
分
会

（
や
す
ら
ぎ
の
家
内
） 

T
E
L
　
５
３-

２
１
２
１ 

共
同
募
金
に
ご
協
力
を 

あ
な
た
の
ま
ち
の
幸
せ
の
た
め
に 

 

　
期
間
　

10
月
1
日
〜
12
月
31
日 



昔
話
し
　
　
鬼
の
退
治
で
孫
眠
る
　
　
　
　
平
野
　
素
浪 

流
れ
星
　
　
き
ら
め
く
夜
空
ダ
イ
ヤ
散
る
　
水
野
　
智
促 

長
閑
　
　
　
牛
声
遠
く
日
も
永
い
　
　
　
　
井
戸
　
徴
水 

ほ
ゝ
笑
み
　
乙
女
心
に
春
芽
吹
く
　
　
　
　
桜
井
　
月
掌 

流
れ
星
　
　
夜
空
に
光
る
線
画
く
　
　
　
　
井
戸
　
墨
水 

勿
体
な
い
　
禅
は
粗
末
を
戒
め
る
　
　
　
　
紅
谷
　
光
彩 

長
閑
　
　
　
畦
の
句
談
義
鍬
寝
と
る
　
　
　
西
村
穂
奈
美 

流
れ
星
　
　
夜
空
へ
銀
の
筆
消
え
る
　
　
　
村
山
　
栄
香 

花
野
　
　
　
地
蔵
囲
ん
で
野
菊
咲
く
　
　
　
矢
島
　
倉
人 

ほ
ゝ
笑
み
　
手
を
添
え
老
に
席
ゆ
ず
る
　
　
道
家
　
　
梓 

昔
話
し
　
　
方
言
に
味
付
け
し
と
る
　
　
　
水
野
　
雫
女 

追
憶
　
　
　
面
影
慕
い
今
日
集
ど
う
　
　
　
栗
山
　
里
絵 

黄
泉
　
　
　
心
静
か
に
門
火
焚
く
　
　
　
　
小
沢
　
知
美 

長
閑
　
　
　
鐘
韻
花
の
霞
縫
う
　
　
　
　
　
川
崎
　
宏
正 

花
野
　
　
　
芒
が
月
の
影
揺
ら
す
　
　
　
　
小
栗
　
桑
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＊本人及び届け出を出された方の希望に
より掲載しています。〔掲載を希望され
る方は、届け出（戸籍届出・証明書請求
など）の際に住民課窓口に申し出くださ
い。〕 
＊敬称略    

8月中の届け出 

保健センターだより  お め で た  

　 　 お く や み  

人口………11,189人　 （16増)

男……………5,531人　（21増)

女……………5,658人 　（5減)

世帯数………3,516世帯（38増) 

　9/1現在（カッコ内は前年同月比） 
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（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 
 
上川辺  　　佐　伯　和　花  　　義　夫  女 
 
石　神  　　伊　藤　史歩莉  　　信　也  女   
 
石　神  　　加　藤　智　夏 　　 文　則  女   
 
西栃井  　　宮　川　朋　大 　 　暢　毅  男   
 
西栃井  　　納　土　莉　季  　　貴　好  男   
 
西栃井  　　日下部　峻　希 　　 信　人  男   
 
下川辺  　　梅　田　歩　夏  　　孝　典  女   
 
比久見  　　長　尾　峻　助  　　圭　史  男 

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順） 

 石　神　櫻　井　千代子　84歳　　　敏 

中川辺　道　家　許　子　87歳　章　憲 

中川辺　渡　邉　宏　行　75歳　阿部浩之  

中川辺　平　岡　テル子　86歳　義　勝 

西栃井　中　島　一　郎　82歳　本　人 

下川辺　有　本　勝　治　54歳　甲　二  

上川辺  古　川　裕　明 

  　＝白　川　町 　纐　纈　麻　湖  

　今年もインフルエンザが流行する季節が近づいてきました。 

　予防接種を受けることで、インフルエンザの感染を防ぎ、たとえ

かかっても発熱などの症状が抑えられ、合併症や死亡する危険が低

くなります。 

　川辺町では、満65歳以上の方を対象に一部公費負担でインフルエ

ンザの予防接種を行います。ご希望の方は保健センターにお申し込

みください。 

 

【申込期間】　10月29日(金)まで(土日・祭日を除く) 

　　　　　　　※やむをえず上記機関に申し込みできなかった方は、

　　　　　　　平成16年12月10日(金)までを最終申込期限とします。 

【受付時間】　午前10時から12時 

【申込場所】　川辺町保健センター 

【対　　象】　①川辺町在住で接種日に満65歳以上に達している方 

　　　　　　　(昭和14年12月17日以前にお生まれになった方) 

　　　　　　　②川辺町在住で接種日に満60歳から64歳の方で、

　　　　　　　身体障害者手帳1級(心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫

　　　　　　　不全ウイルスによる免疫機能障害に関する)を所持

　　　　　　　される方 

　　　　　　　※ただし、本人が接種を希望する場合に限ります。 

【自己負担金】　1,000円(医療機関でお支払いください） 

【接種期間】　平成16年11月1日(月)～12月17日(金) 

　 

　詳しいお申し込み方法は、配布しました「インフルエンザ予防接

種のご案内」をご覧ください。 

【お問い合わせ先】　川辺町保健センター　TEL　53－2515

ワ　カ 

 

シホリ 

 

トモカ 

 

トモヒロ 

 

リ　キ 

 

シュンキ 

 

ホノカ 

 

シュンスケ 

 

 



○児童扶養手当制度とは 
　児童扶養手当制度とは、父母の離婚などで父のいない児童や両親のいない児童など、父と生計を共にしていない児童 

（18歳に達した最初の3月末まで）を養育している方に支給される制度です。 

 

○児童扶養手当を受けることができる方 
　手当を受けることができる方は、次のような児童を養育している母親や扶養者の方です。 

 ・父が死亡した児童 

  ・母が婚姻によらないで産まれた児童など 

・父が重度の障害にある児童 ・父母が離婚した児童 

・父の生死が明らかでない児童 

　注）児童が、重度の障害を有する場合は、20歳に達するまで手当が受けられます。 

ただし、次のような場合は、手当は支給されません。 

  ・児童が児童福祉施設（保育所などの通園施設を除く）や少年院等に入所しているとき 

  ・児童が父又は母の死亡について支給される公的年金給付を受けることができるとき 

  ・母が事実上婚姻状態にあるとき 

  ・労働基準法等による遺族補償を受けることができるときなど 

○児童扶養手当を受ける手続き 
　手当を受けるには、役場窓口で次の書類を添えて請求の手続きをしてください。 

・請求者と児童の戸籍謄本 

・請求者と児童が含まれる世帯全員の住民票の写し 

・印鑑 

　※この他、必要に応じて提出する書類があります。 

○児童扶養手当の金額 
　児童扶養手当の金額は、児童数に応じて次のとおり支給されます。母や生計を共にしている扶養義務者等の所得（養 

育費を含む）によっては、手当の全部又は一部が支給停止となる場合があります。 

【お問い合わせ先】　役場住民課　児童福祉担当　TEL 53-2511　(内線124） 

 

児童扶養手当月額表（平成16年4月から） 

児童数 

１人 

2人 

3人 

4人以上 

全部支給の方 

4 1 , 8 8 0 円  

4 6 , 8 8 0 円  

4 9 , 8 8 0 円  

 

4 1 , 8 7 0円～ 9 , 8 8 0円  

4 6 , 8 7 0円～14 , 8 8 0円  

4 9 , 8 7 0円～17 , 8 8 0円  

3人のときの額に、1人につき3,000円加算 

一部支給の方 

　国土交通省では、毎年10月を「土地月間」、10月1日を「土地の日」と定め、普及・啓発活動の充実を図っています。 

　一定面積以上の大規模な土地取引については、町を経由して県知事に届け出ることが「国土利用計画法」で定められ

ています。 

　川辺町では5,000平方メートル以上の土地取引をした場合に届出が必要となります。（契約締結後2週間以内） 

なお、取引面積を細分化して届出対象面積未満の土地について、取引を行った場合でも、権利取得者が取得した土地の

合計面積が5,000平方メートル以上になる場合は届出が必要となります。 

【お問い合わせ先】　役場経営管理課　TEL 53-2511（内線216） 



～来て・見て・知って！ みんなの学校～ 
　　　　　　　　　　　　　　どなたでもご参観できます。 

　学校教育だより「あらたま」9月号でお知らせしたように、11月の第1土曜日を「あらたまの日」として、

全町民の皆様を対象に地域参観日を計画しています。 

　地域の皆様に自由に学校へ来ていただき、授業での子どもの頑

張りや活動の様子を見て、学校理解を深めていただくよい機会です。 

 どなたもお気軽に学校へお出かけください 。 

【期日・場所】　　　　11月6日（土） 

 　　　　　　　　　　　町内各小中学校 

【対　　　象】　　　　川辺町民の皆様 

【お　願　い】　　　　・時間割、内容等については、工夫した 

　　　　　　　　　　　　内容を各学校で準備していますので、 

　　　　　　　　　　　　学校便りや案内等をご覧ください。 

　　　　　　　　　　　・当日の日程等について詳細をお知りに 

 　　　　　　　　　　　 なりたい方は、各学校へ直接お問い合 

 　　　　　　　　　　　 わせください。　　　　　　　　 

【お問い合わせ先】　 ・川辺西小学校　TEL 53-2038　　　・川辺東小学校　TEL 53-2037 

 　　　　　　　　　　　・川辺北小学校　TEL 53-2885　　　・川辺中学校　　TEL 53-2063

～ともに語り、ともに創ろう　あなたとわたしの未来～ 

 女性と男性が対等なパートナーとして、家庭・職場・地域などあらゆる分野に参画し、ともに社会の発展

を支えていくような『男女共同参画』の実現をめざし、意識の啓発を図ることを目的に開催されます。 

【日　　時】　11月20日（土）　10:00～16:00 

【会　　場】　美濃加茂市文化会館（美濃加茂市島町2丁目5-27） 

【内　　容】　 

・分科会　①『高齢社会を楽しく過ごすために』－いつまでも青春－ 

　　　　　②『さぁ、表舞台へ！』－自治会活動を支えてきた女たちの言い分－ 

　　　　　③『男性の視点から考える男女共同参画　男の本音！』 

　　　　　④『育児、家庭はお母さんの仕事？』 

 ・アトラクション 

 ・岐阜県男女がともにいきいきと暮らせる社会づくり表彰式 

 ・分科会報告 

 ・講演　講師：作家　神津カンナ　氏 

 　　　　演題：「しなやかに現在を生きる」  

【申込期限】　　11月1日（月） 

【参加申込】　　役場経営管理課にある「参加申込書」に必要事項を記入の 

　　　　　　　　うえ、往復はがきに添付し、岐阜県男女共同参画室までお 

　　　　　　　　申し込み下さい。 

　　　　　　　　※講演のみの参加もお申し込み下さい。 

【主催／協力】　岐阜県・美濃加茂市／「女と男のはぁもにぃフォーラム」運営会議 

【お問い合わせ先】　岐阜県男女共同参画室（〒500-8570　住所記入不要） 

　　　　　　　　　　TEL　058-272-1111（内線2432）　FAX　058-277-5448 

　　　　　　　　　　役場　経営管理課　TEL　53－2511（内線215） 

 

神津カンナ　氏 



【11月の主な行事】 

  

  1日（月） キッズリトミック 

13日（土） 映写会の日 

15日（月） キッズアスレチック 

27日（土） 工作の日 

 

（予定は変更になることもあります。)

〈開 館 時 間〉午前の部　 9:00～12:30 

　　　　　　 午後の部　13:30～17:00 

〈休　館　日〉日曜、祝日（こどもの日を除く） 

〈お問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451 

工作の日（毎月第3土曜日） 

☆遊び場の開放 

　好きな時間に、親子で自由に遊びに来て下さい。 

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保
　　　　　　　護者  
〈お問い合わせ先〉　子育て支援センター 
　　　　　　　TEL 53-4388 

☆『わくわくタイム』毎週金曜日　10:00～  

　親子で一緒につくったり、体を動かして遊ん

だりするお楽しみの時間です。（自由参加です） 

【11月の主な行事予定】 

　　5日（金）ぐるぐるどっか～ん！体操 

　　　　　　　　　（お面をプレゼント） 

　12日（金）新聞紙であそぼう 

　19日（金）おかあさんとリトミック 

　26日（金）木の実を使ってあそぼう 

　（予定は変更になることもあります。） 

☆保健師による発育測定・発育相談 
　毎月 1回、町保健センターの保健師が測定し
ます。お子さんの発育についての疑問・不安な
どについて、お気軽にご相談下さい。  
〈日　時〉11月22日（月）　10:00～11:00  
〈持ち物〉母子手帳、バスタオル 

☆子育て相談 
　土・日曜日、祝日を除く毎日　9:30～16:30 
　子育てに関する悩みや不安はありませんか？
お気軽にご相談下さい。お電話も、お待ちして
います。　TEL 53-4388 

☆『にこにこタイム』毎週火曜日　10:00～  

　絵本の読み聞かせや、パネルシアターなど、 

楽しいお話の時間です。（自由参加です） 

キッズアスレチック 
　　　（毎月第3月曜日）        
 

10:00～ 

不思議な液体をこねて、ビヨーンとのびるス
ライムを作りました！ 
 

13:30～ 
 

みんなで新聞をやぶって、元気いっぱい遊
びました！とっても楽しかったね！！ 
（事前の申込みは必要ありません。どなた
でも自由に参加できます。） 

大きいおばあちゃんも一緒にあそび 
に来てくれたよ！ 



公共工事入札結果 公共工事入札結果 

月 

月 

8月の入札 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

＊都合により当番店が代わる場合があります。 
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。 
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。 

予定価格が500万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 

工　　事　　名 

町道3220号線(廣林寺線)外1側溝修繕工事 

町道0203号線(石神線)側溝改修工事 

予定価格(円)

9,292,500

9,660,000

落札価格(円)

7,224,000

7,329,000

工事場

下川辺 

中川辺 

落札業者 

東 濃 建 設 ㈱  

㈱ 丸 高 興 業  

入札参加業者数 

7

7

用語の意味 
　予定価格………………町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、この価格を超
　　　　　　　　　　　えて契約を締結することはありません。（税込み金額） 
　落札金額………………入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額） 
　落札業者………………当該入札において、町と契約を締結することとなった業者。 
　入札参加業者数………当該入札に参加した業者数。 
＊入札結果詳細は、役場経営管理課にて閲覧できます。 
【お問い合わせ先】　　役場経営管理課　TEL 53－ 2511（内線216） 

花フェスタ記念公園入園割引券 

　　　　可茂広域PR物産展 

　　大人　　　　800円→500円 

　　高校生　　　500円→300円 

　　小・中学生　300円→200円 

平成16年10月24日のみ有効 

＊幼児は無料。本券で5名まで入園可。 

　可茂広域PR物産展　「Come on！Come on！可茂ん！」 

　可茂地区11市町村によるPR物産展を花フェスタ記念公園で開催します。可茂地区各市町村の特産品 

が当たるお楽しみ抽選会もあります。当日は町民の方の入園優待割引をご利用いただけます。 

   

　　　　　　　　　　　　　　　　　【日時】10月24日（日）　9:30～16:00 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 【場所】花フェスタ記念公園　雅ホール横特設会場 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ 当日はソプラノ歌手、島田祐子さんのステージが開催されます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 左記の入場割引券を切り取って入園券購入窓口へ提出して下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】役場　産業環境課　TEL　53-2511（内線143） 

11/ 3（水） 　（株）中嶋設備 　　　５３－２６０７ 

11/ 6（土） 　（株）和泉 　　　　　５３－５１０２ 

11/ 7（日） 　（株）長谷川商店 　　５３－５０２５ 

11/13（土） 　（有）三品住宅設備 　５３－２２７７ 

11/14（日）  　栄伸工業所 　　　　 ５３－２７０６ 

11/20（土） 　（有）飛水プロパン  ５３－２１４４ 

11/21（日） 　 加茂水道工業（株） ５３－４５８４ 

11/23（火） 　（株）中嶋設備 　　　５３－２６０７ 

 11/27（土） 　（株）和泉 　　　　 ５３－５１０２ 

11/28（日） 　（株）長谷川商店 　 ５３－５０２５ 

◆　保育園・学校行事 
　6日（土）あらたまの日（各小・中学校） 
　8日（月）　″　振替え休日（各小・中学校） 
11日（木）七五三参り（第3保育所） 
12日（金）合唱祭（中学校） 
16日（火）ウォークラリー（東小学校） 
18日（木）勤労感謝の慰問（第3保育所） 
27日（土）資源回収（第１保育所） 
◆　イベント 
20・21日　川辺ふれ愛まつり2004（役場駐車場他） 
27・28日　生涯学習展（中央公民館） 

◆　心配ごと相談 
10日（水）　9：00～12：00（やすらぎの家） 
24日（水）　9：00～12：00（川辺町役場） 
◆　　無料法律相談 
17日（水）　13：00～16：00（やすらぎの家） 
◆　ごみ収集 
14日（日）　　　燃えないごみ（金物類） 
　　　　　　　　資源ごみ（食用空き缶） 
　　　　　　　　粗大ごみ（金物類） 
10・11日　　　　蛍光管 
10・11・24・25日　　　ペットボトル 
12・26日　　　　　　　その他プラスチック 
28日（日）　　　発砲スチロール・食品トレー 



休日骨髄ドナー集団登録会  
【日時】11月13日（土） 

（美濃加茂市産業文化祭）  

10:00～12:00　／13:00～15:00 

【会場】プラザちゅうたい 

（美濃加茂市太田町1916-1） 

【内容】 

・ドナー登録受付 

・ビデオ放映及び手続き説明 

・問診、採血 

【登録できる方】 

年齢が20～50歳までの健康な方 

【予約申込】 

事前に下記まで電話予約をお願い

します。（受付時間8:30～17:15土･日･

祝日を除く） 

【問合先】 

中濃地域保健所健康増進課保健予防

担当　TEL 25-3111（内線362） 

  

JICAボランティア秋募集 

JICAボランティアとは、世界の開

発途上国・日系社会で現地の人々と

同じ生活をしながら、ともに働き、

人づくり国づくりに貢献するボラン

ティアです。JICAボランティアには

青年海外協力隊・シニア海外ボラン

ティア・日系社会青年ボランティア・

日系社会シニアボランティアの全4

種類あります。 

秋の募集期間中（11月16日まで）

は各所で説明会を開催します。帰国

した隊員から現地の話を聞いてみま

せんか？予約不要です、お気軽にお

越し下さい。 

【説明会日時・場所】 

・青年海外協力隊／日系社会青年ボ

ランティア 

10月24日（日）18:30～20:30 

岐阜県民ふれあい会館（岐阜市薮田

南5-14-53　TEL 058-277-1111） 

・シニア海外ボランティア／日系社

会シニアボランティア 

10月23日（土）13:00～15:00 

安保ホール（名古屋市中村区名駅3

丁目15-9　TEL  052-561-9831） 

＊その他の日程・場所でも説明会を

開催しています。詳しくは下記まで

お問い合わせ下さい。 

【問合先】 

JICA中部（〒465-0094　名古屋市名

東区亀の井2-73） 

TEL 052-702-1391 

ホームページ　http://www.jica.go.jp

皆さんは、毎日の暮らしの中で、国の行政機関やNTT、道

路公団などの特殊法人の仕事について、「処理が間違っている」

「遅い」「こうしてほしい」などといった苦情や要望を持っ

たことはありませんか？総務省では、皆さんのこうした苦情・

要望等を受け付け、その解決や実現を促進する『行政相談』

を行っています。 

皆さんからの相談は、総務大臣がお願いする民間のボラン

ティア“行政相談委員”が受け付けます。川辺町では、毎月

第１水曜日に行政相談所を開設しています。相談は無料で、

秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。 

当日都合の悪い方は、行政相談委員の自宅や電話、手紙で

も受け付けているほか、総務省岐阜行政評価事務所で、いつ

でも相談に応じています。 

【場　　所】　やすらぎの家 

【相談委員】　桜井　芳敏さん（石神　TEL 53-2112） 

【常時相談】　総務省岐阜行政評価事務所（〒500-8114　岐阜

市金竜町5-13岐阜合同庁舎）　 

TEL 0570-09-0110  FAX 058-248-6755 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.soumu.go.jp/kanku/chubu/gifu.html 

E-mail 110gifu@soumu.go.jp 

【問合先】　　役場　経営管理課　TEL　53-2511　（内線213） 

『行政相談週間』　10月18日～24日 

監査委員の再任について 
　平成16年川辺町議会第3回定例会で、次の委員が再任されました。

（敬称略） 

・川辺町下麻生209番地　佐伯満夫（2期目）  

　任期は平成16年10月1日から平成20年9月30日までです。 

 

教育委員の再任について 
　平成16年川辺町議会第3回定例会で、次の委員が再任されました。

（敬称略） 

・川辺町石神313番地　櫻井徹治（5期目） 

・川辺町下麻生2121番地　前島正秀（3期目）  

　任期は平成16年10月1日から平成20年9月30日までです。 

 

平成16年10月1日付け川辺町人事異動 
＊異動後所属及び補職名、氏名、前所属及び補職名の順 

《課長級》 

　・教育委員会事務局教育課長　佐伯和昭（議会事務局長） 

　・議会事務局長　井戸新次（教育委員会事務局教育課長） 

　・基盤整備課主幹　座間芳夫（会計室長） 

《課長補佐級》 

　・会計室長　座馬隆吉（基盤整備課課長補佐） 

　・教育委員会事務局課長補佐　平岩康成（産業環境課課長補佐） 

　・産業環境課課長補佐　山田英典（教育委員会事務局課長補佐） 

《係長級》 

　・税務課主任主査　佐伯恭子（教育委員会事務局主任主査） 

　・教育委員会事務局主査　竹内美智子（税務課主査） 

　 

【問合先】　役場経営管理課　TEL 53－2511（内線212） 



～from the Mayor's Desk～ 
○ 

川辺町第７回健康ウォーク 

【予定コース】 

「米田富士コース」 

【日時】 

11月30日（火）8:00～8:30 (受付） 

　　　　　　　8:30～11:00 (ウォーク) 

【集合場所】 

川辺町保健センター 

＊雨天の場合は中止します。 

【問合先】 

川辺町保健センター 

TEL 53-2515 

  

心のリフレッシュ教室 

　保健センターではストレス解消リ

フレッシュを目的に教室を開催します。 

【日時】 

11月10日（水）10:00～11:30 

【場所】川辺町保健センター 

【参加費】無料 

【申込方法】  

10月29日（金）までに保健センター

までお申し込みください。（受付時

間8:30～17:15 土･日･祝日を除く） 

【問合先】 

川辺町保健センター 

TEL 53-2515 

  

岐阜県特定不妊治療費助成事業　　

　不妊治療を受けているご夫婦を対

象に特定不妊治療費助成事業がスタ

ートしました。 

　この事業は、１回の治療費が高額

である体外受精や顕微受精について、

その治療費を一部助成するというも

のです。 

　詳細は、県不妊相談センターのホ

ームページでご覧いただけます。

http://www.pref.gifu.jp/s11223/funin/

　また、町のホームページにも掲載

していますのでご覧ください。

http://www.kawabe-gifu.jp 

【問合先】 

川辺町保健センター 

TEL 53-2515 

  

胆道閉鎖症検査のお知らせ 

　赤ちゃんの健康状態を知る一つの

目安として、生後１か月の赤ちゃん

に胆道閉鎖症検査を実施することに

なりました。胆道閉鎖症という病気は、

胆汁のとおり道である胆道が詰まり、

肝臓に障害がでる病気で、生後２か

月以内に発見・治療をすることが重

要です。 

　検査は自宅で行い、専用のカラー

シートで赤ちゃんの便の色を見比べ

る簡単な検査です。 

　母子健康手帳交付時に専用のカラ

ーシートの配布・説明を始めました

ので、母子健康手帳交付済みの方は

川辺町保健センターまでお問い合わ

せください。 

【問合先】 

川辺町保健センター 

TEL 53-2515 

　今から１０年以上も前の話です。私は実家の仕事を手

伝っておりました。あるとき、遠方の中学校の校長先生

から注文をいただきましたので、配達に伺いました。校

長室へ入ると、次のような書が掲げてありました。 

  

無財の七施　雑宝蔵経より 

一、和顔施　いつも和やかな顔をして　人に接する 

二、慈眼施　いつくしみの眼で　総てを見る 

三、愛語施　だれにでも明るく　温かい言葉で接する 

四、捨身施　骨身惜しまず　奉仕の行いができる 

五、心慮施　喜びも悲しみも共に　親身になって接する 

六、床座施　相手に気持ちよく座席や　場所をゆずる 

七、房舎施  温かく家に迎えたり　場所を提供したりする 

  

　校長先生のお人柄を表すような、やさしいけれども達

筆な書でした。雑宝蔵経は仏教のお経で、10巻121縁か

らなり、わが国の説話文学にも大きな影響を与えていま

す。無財の七施とは、財産に関係なくいつでもどこでも、

そして誰にでも行える布施のこと。布施本来の意味は、

慈悲の心を持ち、自分の持てるものを惜しまず、見返り

を求めずに差し出すことです。おそらく、校長先生は日々

この書を見て自分自身の戒めにされていたのではないか

と思います。この中で私がとくに心惹かれたのは、和顔

施です。「いつも、穏やかな優しい顔つきで人や物に接

すること。にこにこと笑顔で人とつきあうこと。」とい

った意味かと思います。 

　どんな人間にも人知れぬ苦労はあるものです。人知れ

ぬ悲しさはあるものです。しかし、それでも笑顔でいつ

づけることは素晴らしいことではないでしょうか。悲し

い気持ちを笑顔ではねかえすこと。頬を伝う涙をぬぐっ

て、笑顔で再出発すること。どんなときも、自分に接す

る人に優しく親身に受け答えすること。和顔施を肝に銘

じて日々事に当たりたいと思います。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　川辺町長　佐　藤　光　宏 

和顔施 ～努力して笑顔をつくれ～ 

10月の税 
 

 

国民健康保険税　　　　　　7期 

町県民税　　　　　　　　　3期 

 

 
＊納付は便利な口座振替で 

　 

 

      納期限　11月1日まで 
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